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１ 公立大学法人札幌市立大学の年度評価の方法 

 

⑴ 年度評価は、「項目別評価」及び「全体評価」により行う。 

 

⑵ 項目別評価は、各事業年度における中期計画（年度計画）の次に掲げる事項（大項

目）の進捗状況の確認又は評価を行う。 

  ① 大学の教育研究の質の向上 

  ② 地域貢献、国際化、大学間連携 

  ③ 業務運営の改善及び効率化 

  ④ 財務内容の改善 

  ⑤ 自己点検・評価 

  ⑥ その他業務運営 

 

 ⑶ 項目別評価に当たっては、まず、公立大学法人から提出された業務実績報告書等を

検証し、年度計画の記載項目ごとの事業の進捗状況について、次に掲げるⅠ～Ⅳの４

段階で評価を行う。公立大学法人による評価と評価委員会の評価が異なる場合は、そ

の理由等を示す。 

  Ⅳ：年度計画を上回って実施している。 

  Ⅲ：年度計画を十分に実施している。 

  Ⅱ：年度計画を十分には実施していない。 

  Ⅰ：年度計画を実施していない。 

 

 ⑷ ⑶の結果等を踏まえ、年度計画の大項目ごとに、事業の進捗状況について次に掲げ

るＳ～Ｄの５段階で評価を行う。 

   なお、評価に当たっては、事前に設定した重点的に評価する小項目の実施状況を勘

案した評価を行うことができる。 

  Ｓ：特筆すべき進捗状況にある（評価委員会が特に認める場合） 

  Ａ：計画どおり進捗している（すべてⅣ又はⅢ） 

  Ｂ：おおむね計画どおり進捗している（Ⅳ又はⅢの割合が９割以上） 

  Ｃ：やや遅れている（Ⅳ又はⅢの割合が９割未満） 

  Ｄ：重大な改善事項がある（評価委員会が特に認める場合） 

 

⑸ 全体評価は、項目別評価の結果等を踏まえ、中期計画（年度計画）の進捗状況全体

について、総合的に評価を行う。 
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２ 全体評価 

 

⑴ 総評 

   平成１８年４月に開学した公立大学法人札幌市立大学は、平成２１年度に学部が完

成し、平成２２年４月には、デザイン研究科と看護学研究科の大学院博士前期課程、

平成２４年４月には大学院博士後期課程を設置し、間断なく大学を発展させている。

開学時より、デザインと看護に共通する「人間重視」の考え方を常に基本として高度

な教育研究を行っており、デザイン分野と看護分野における有為な人材の育成・輩出

と地域に根ざした公立大学として、一層の地域貢献が期待されている。 

   平成２６事業年度の業績評価としては、「項目別評価」の結果では、全ての項目でＡ

評価（計画どおり進捗している）となっており、年度計画の小項目ごとの評価からも、

全体としては、行うべき事業を行い、順調に業務を遂行していると評価できる。 

   なお、項目別評価の基礎資料となる公立大学法人札幌市立大学が策定した平成２６

事業年度の年度計画の記載項目（小項目）ごとの評価（小項目評価）においても、小

項目数５７項目のうち、５項目がⅣ評価（年度計画を上回って実施している）、５２項

目がⅢ評価（年度計画を十分に実施している）となっており、全ての項目が年度計画

実施の水準を満たしている。 

また、毎年度の詳細な年度計画の策定や自己評価の実施に加え、これに対する評価

委員会の評価等を踏まえつつ、大学業務全般にわたって様々な取り組みを推進してい

ることが、平成２６事業年度に係る業務の実績に関する報告書（以下「報告書という」）

からも伺える。 

 

⑵ 年度計画の大項目ごとの評価の主要なポイント 

ア 大学の教育研究等の質の向上 

両学部・研究科等において卒業・修了時の学生および既卒者に対するアンケート

調査や授業評価アンケート、学部連携演習における「個人活動評価票」なども含め

て、重層的な教育評価システムが整備されてきたことは高く評価できる。 

ＦＤ研修会については、策定したＦＤマップ８項目に従って活発に行われており、

実施内容についても、地域志向性や学部連携など、目下の大学全体の課題に即して

いることから、有意義なものとして高く評価できる。 

デザインと看護学部の分野横断型連携の取組として、科学研究費・基盤研究（Ａ）

の地域創成デザイン研究や地域再生のためのアートマネジメント人材育成事業等の

プロジェクトを推進しており、高く評価できる。特に、アートマネジメント人材育

成事業は、受講者から「アートを手段に地域内外の交流を促進するつなぎ役として

の自らの役割を認識し行動した」等の意見があり、意義深い取組として評価できる。 

   

イ 地域貢献、国際化、大学間連携 

公開講座の実施については、札幌市立大学公開講座やＣＯＣ公開講座をはじめと

して活発に開催され、受講後のアンケート調査における満足度が５段階評価の平均

で4.50との評価を得ており、高く評価できる。様々な内容、形態の公開講座の実施
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は、地域とのつながりの核となるため、今後は、市民ニーズを吸い上げる方策等を

多面的に検討し、高い受講満足度を維持していく企画の実現に期待する。 

大学の国際化については、教員・学生の海外派遣と受入が、派遣３０人、受入４

８人と平成２５年度を大きく上回っており、着実な取組の成果として、高く評価で

きる。 

 

  ウ 業務運営の改善及び効率化 

教職員の定員計画に基づく、計画的な採用が行われているものの、今後、多くの

教授職が定年退職を迎えることから、計画的かつ確実な人材確保が図られることを

期待する。 

広報活動については、大学が策定した広報戦略・行動計画に基づき設置した広報

室の効果的な運営がなされており、今後は、平成２７年度の大学ウェブサイトの全

面リニューアルに向け、行動計画の着実な推進を期待する。 

 

  エ 財務内容の改善 

科学研究費補助金獲得に向け、引き続き効果的な申請支援策が採られている。今

後は、不正防止のために資金獲得後の使途の適切な管理にも留意が必要である。 

寄付金を活用した基金については、平成２８年度の設置に向け、より具体的なロ

ードマップを明示されることを期待する。 

 

  オ 自己点検・評価 

マネジメントサイクルによる自己点検・評価活動による進捗管理は年度計画の着

実な達成に重要であることから、学内での適時適切なフィードバックを期待する。 

 

  カ その他業務運営 

図書整備に当たっては、教員研究室所蔵の図書も含めて、適切な蔵書点検・管理

が行われることを期待する。 

また、キャンパスハラスメントの防止に向けた取組については、情報漏れなどに

注意しつつ、連絡先を明確にしていくことが必要である。 

 

⑶ 今後の課題 

授業評価アンケートや入学者アンケート、卒業時教育評価アンケートなどの各種

アンケートの実施については、調査・分析を継続的に実施するとともに、経年変化

の分析などにより課題を明確化し、対応策を検討していくため、ある程度の専門性

をもつ教員等を配置することや他大学の分析手法にも関心を向け、情報交換の機会

をつくるなどの検討が必要である。（小項目１、２、３、５、７） 

教育方針に関する６つの大項目（デザイン学部）については、学生の講義受講に

際して、念頭にあるか否かで、教育効果に大きな違いが現れることから、入学時や

年次ガイダンス等において周知徹底していく必要がある。（小項目１３） 
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３ 項目別評価 

 

３－１ 大学の教育研究等の質の向上に関する項目別評価 

 

⑴ 評価結果及びその判断理由 

ア 評価結果 

Ａ（計画どおり進捗している） 

 

  イ 判断理由     

この項目についての小項目評価の集計結果では、すべての小項目において「年度

計画を上回って実施している（Ⅳ評価）」又は「年度計画を十分に実施している（Ⅲ

評価）」と評価されたことから、Ａ評価（計画どおり進捗している）とする。 

 

   （参考）小項目評価の集計結果 

小項目数 

評 価 結 果 
Ⅳ又はⅢの

割合 
Ⅰ 

実施せず 

Ⅱ 

十分実施せず 

Ⅲ 

十分実施 

Ⅳ 

上回って実施 

２４ ０ ０ ２１ ３ １００％ 

 

 ⑵ 特筆すべき点・遅れている点 

ア 特筆すべき点 

年度計画を上回って実施している項目として、次のものが挙げられる。 

    デザイン学部の既卒者へのアンケート調査がはじまり、両学部・研究科等におい

て卒業・修了時の学生および既卒者に対するアンケート調査や授業評価アンケート、

学部連携演習における「個人活動評価票」なども含めて、重層的な教育評価システ

ムが整備されてきたことは高く評価できる。（小項目１３） 

ＦＤ研修会は、策定したＦＤマップ８項目に従って、全学ＦＤ１０回、各学部・

研究科ＦＤ９回（前年度は全学ＦＤ９回、各学部・研究科ＦＤ１１回）が開催され、

計画の「７回以上」を大きく上回ったことに加え、参加者数も延べ710名程度（前

年度は延べ800名程度）と、活発に行われており、高く評価できる。また、平成２

６事業年度の内容は、地域志向性や学部連携など、目下の大学全体の課題に即して

いて有意義と思われる。（小項目１４） 

デザインと看護学部の分野横断型連携の取組として、科学研究費・基盤研究（Ａ）

の地域創成デザイン研究や地域再生のためのアートマネジメント人材育成事業等の

プロジェクトを推進しており、高く評価できる。特に、アートマネジメント人材育

成事業は、受講者から「アートを手段に地域内外の交流を促進するつなぎ役として

の自らの役割を認識し行動した」等の意見があり、意義深い取組として評価できる。

（小項目２０） 
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イ 遅れている点 

    遅れている点は特に認められない。 

 

⑶ 評価委員会からの意見等 

    共通教育科目の効果検証において、両学部とも、学生の学びについて検証がされ

ているが、どのような改善が必要であるかについての課題が明確に提示されておら

ず、今後は、データの経年変化に注目した分析などを通じ、見直し案にどのように

繋げるのかを明確にすることが必要である。（小項目１） 

    平成２８年度の共通教育科目の新カリキュラム導入に向け、平成２７年度は実施

内容を確定するとともに、新カリキュラム導入の成果の検証にも役立つ総合的な教

育評価システム構築に向け、一層の工夫を期待する。（小項目４） 

    卒業時の学習到達度の検証について、デザイン学部53.0％（５段階スケールの4

～5の回答）、看護学部70.9％（１０段階スケールの6～10の回答）であることから、

課題を明確化し、例えば、卒業時より前の時点で到達度の確認を行い、不十分な部

分があれば、卒業までの期間に学生が自分の能力をさらに高めることができるよう

に支援する方法等の検討が必要である。（小項目５） 

    平成２７年度は適切な成績評価基準の作成に向け、成績評価の現状について共有

が予定されているので、その実施及び課題の明確化と対応策の設定が期待される。

（小項目１２） 

    授業評価アンケートの実施等により、教育評価の仕組みが整ってきたので、今後

は、調査と分析の継続的・効果的な実施のため、ある程度の専門性を持つ教職員な

どの配置も検討課題になると思われる。また、専門が共通する他大学における調査

と分析の手法にも関心を向け、情報交換の機会を作ることが必要となる。（小項目１

３） 

教育方針に関する６つの大項目（デザイン学部）については、学生の講義受講に

際して、念頭にあるか否かで、教育効果に大きな違いが現れることから、入学時や

年次ガイダンス、講義開始時等において周知徹底していく必要がある。（小項目１３） 

    学生全体の基幹ネットワークシステムに併せて導入した情報伝達のためのポータ

ルシステムについては、教務関連以外にも様々な運用可能性を秘めていることから、

ポータルシステム導入による学生への情報伝達の効果についても確認する必要があ

る。（小項目１７） 
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３－２ 地域貢献、国際化、大学間連携に関する項目別評価 

 

⑴ 評価結果及びその判断理由 

ア 評価結果 

Ａ（計画どおり進捗している） 

 

  イ 判断理由     

この項目についての小項目評価の集計結果では、すべての小項目において「年度

計画を上回って実施している（Ⅳ評価）」又は「年度計画を十分に実施している（Ⅲ

評価）」と評価されたことから、Ａ評価（計画どおり進捗している）とする。 

 

   （参考）小項目評価の集計結果 

小項目数 

評 価 結 果 
Ⅳ又はⅢの

割合 
Ⅰ 

実施せず 

Ⅱ 

十分実施せず 

Ⅲ 

十分実施 

Ⅳ 

上回って実施 

９ ０ ０ ７ ２ １００％ 

 

 ⑵ 特筆すべき点・遅れている点 

  ア 特筆すべき点 

    年度計画を上回って実施している項目として、次のものが挙げられる。 

    公開講座が、札幌市立大学公開講座１１件やＣＯＣ公開講座１１件をはじめとし

て活発に開催され、受講後のアンケート調査における満足度が５段階評価の平均で

4.50（昨年度4.47）との評価を得ていることは、高く評価できる。（小項目２７） 

教員・学生の海外派遣と受入が、平成２５年度の実績：派遣１２人（教員 8、学

生4）から、平成２６年度には派遣３０人（教員9、学生21）、受入４８人（教員12、

学生36）に急増し、成果指標の「１０人以上」を大きく上回ったことは、着実な取

組の成果として、高く評価できる。（小項目３１） 

   

イ 遅れている点 

    遅れている点は特に認められない。 

 

 ⑶ 評価委員会からの意見等 

    地域貢献に係る情報の発信は、より直接的な訴求を可能とするため、ホームペー

ジの「学生・教員の活動」における紹介だけではなく、「地域連携研究センター」の

ページに再掲するとともに、読み手に手間がかかるＰＤＦ形式ではなく、活発な活

動状況が一目で理解できるよう紹介していくことが必要である。（小項目２５） 

様々な内容、形態の公開講座の実施は、地域とのつながりの核になるため、今後

は、公開講座のシリーズ化・体系化に加え、市民ニーズを吸い上げる方策等を多面

的に検討し、高い受講者満足度を維持していく企画の実現に期待する。（小項目２７） 
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    大学の国際化に向け、学生の参加をより強力に推進していくためには、提携校と

の国際交流プログラム推進に加え、留学先で受講した科目の単位化が必須要件とな

ることから、単位互換制度の早期実現に期待する。（小項目３０） 

    海外提携校との共同研究については、提携予定にあるラップランド大学（フィン

ランド）との共同研究が実施されたことは評価できるが、研究内容や実施体制をは

じめとして、詳細な情報を提供することが望まれる。（小項目３２） 

    大学間ネットワークの形成に向けた取組では、文部科学省のＣＯＣ事業「ウェル

ネス×協奏型地域社会の担い手育成『学び舎』事業」が順調に進行しているほか、

産業界ニーズＧＰを通じ、北海道・東北地区の大学１６校とインターンシップを中

心に連携を推進していることは評価できる。今後は、ＣＯＣキャンパスを中心とし

た連携力強化と、さらなる活動の展開に期待する。（小項目３３） 
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３－３ 業務運営の改善及び効率化に関する項目別評価 

 

⑴ 評価結果及びその判断理由 

ア 評価結果 

Ａ（計画どおり進捗している） 

 

  イ 判断理由     

この項目についての小項目評価の集計結果では、すべての小項目において「年度

計画を十分に実施している（Ⅲ評価）」と評価されたことから、Ａ評価（計画どおり

進捗している）とする。 

 

   （参考）小項目評価の集計結果 

小項目数 

評 価 結 果 
Ⅳ又はⅢの

割合 
Ⅰ 

実施せず 

Ⅱ 

十分実施せず 

Ⅲ 

十分実施 

Ⅳ 

上回って実施 

８ ０ ０ ８ ０ １００％ 

 

⑵ 特筆すべき点・遅れている点 

  ア 特筆すべき点 

    年度計画を上回って実施している項目はない。 

 

  イ 遅れている点 

    遅れている点は特に認められない。 

 

⑶ 評価委員会からの意見等 

経営会議、教育・研究企画会議等において、経営戦略の計画的な推進がされてお

り、ＣＯＣ事業や産業界ニーズＧＰは、推進会議が中心となり、着実に推進されて

いることから、今後も策定した実行プログラムに基づき、第二期経営戦略の着実な

推進を期待する。（小項目３４） 

教職員の定員計画に基づく、計画的な採用が行われているものの、今後、多くの

教授職が定年退職を迎えるに当たり、計画的かつ確実な人材確保が図られることを

期待する。（小項目３６） 

平成２５年度に策定された広報戦略・行動計画に基づき設置された広報室では、

ワーキンググループによる具体的な取組内容の検討を通じ、月１回の広報戦略カレ

ンダーの学内配信を行うなど、効果的に運営していると見受けられる。今後は、平

成２７年度の大学ウェブサイトの全面リニューアルに向け、行動計画の着実な推進

を期待する。（小項目４１） 
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３－４ 財務内容の改善に関する項目別評価 

 

 ⑴ 評価結果及びその判断理由 

ア 評価結果 

Ａ（計画どおり進捗している） 

 

  イ 判断理由     

この項目についての小項目評価の集計結果では、すべての小項目において、「年度

計画を十分に実施している（Ⅲ評価）」と評価されたことから、Ａ評価（計画どおり

進捗している）とする。 

 

   （参考）小項目評価の集計結果 

小項目数 

評 価 結 果 
Ⅳ又はⅢの

割合 
Ⅰ 

実施せず 

Ⅱ 

十分実施せず 

Ⅲ 

十分実施 

Ⅳ 

上回って実施 

４ ０ ０ ４ ０ 100％ 

 

 ⑵ 特筆すべき点・遅れている点 

  ア 特筆すべき点 

年度計画を上回って実施している項目はない。 

 

イ 遅れている点 

    遅れている点は特に認められない。 

 

 ⑶ 評価委員会からの意見等 

科学研究費補助金獲得に向け、引き続き効果的な申請支援策が採られている。今

後は、不正防止のために資金獲得後の使途の適切な管理にも留意が必要である。（小

項目４３） 

寄付金を活用した基金については、平成２８年度の設置に向け、より具体的なロ

ードマップが明示されることを期待する。（小項目４４） 
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３－５ 自己点検・評価に関する項目別評価 

 

 ⑴ 評価結果及びその判断理由 

  ア 評価結果 

Ａ（計画どおり進捗している） 

 

  イ 判断理由 

    この項目についての小項目評価の集計結果では、すべての小項目において、「年度

計画を十分に実施している（Ⅲ評価）」と評価されたことから、Ａ評価（計画どおり

進捗している）とする。 

 

   （参考）小項目評価の集計結果 

小項目数 

評 価 結 果 
Ⅳ又はⅢの

割合 
Ⅰ 

実施せず 

Ⅱ 

十分実施せず 

Ⅲ 

十分実施 

Ⅳ 

上回って実施 

３ ０ ０ ３ ０ 100％ 

 

 ⑵ 特筆すべき点・遅れている点 

  ア 特筆すべき点 

年度計画を上回って実施している項目はない。 

 

  イ 遅れている点 

    遅れている点は特に認められない。 

 

 ⑶ 評価委員会からの意見等 

マネジメントサイクルによる自己点検・評価活動による進捗管理は年度計画の着

実な達成に重要であることから、学内での適時適切なフィードバックを期待する。

（小項目４６） 
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３－６ その他業務運営に関する項目別評価 

 

 ⑴ 評価結果及びその判断理由 

  ア 評価結果 

Ａ（計画どおり進捗している） 

 

  イ 判断理由 

    この項目についての小項目評価の集計結果では、すべての小項目において、「年度

計画を十分に実施している（Ⅲ評価）」と評価されたことから、Ａ評価（計画どおり

進捗している）とする。 

 

   （参考）小項目評価の集計結果 

小項目数 

評 価 結 果 
Ⅳ又はⅢの

割合 
Ⅰ 

実施せず 

Ⅱ 

十分実施せず 

Ⅲ 

十分実施 

Ⅳ 

上回って実施 

９ ０ ０ ９ ０ 100％ 

 

 ⑵ 特筆すべき点・遅れている点 

  ア 特筆すべき点 

    年度計画を上回って実施している項目はない。 

 

  イ 遅れている点 

    遅れている点は特に認められない。 

 

⑶ 評価委員会からの意見等 

    図書整備に当たっては、教員研究室所蔵の図書も含めて、適切な蔵書点検・管理

が行われることを期待する。（小項目５０） 

    備品整備に当たっては、毎年の実査による現物管理及び除売却処理が適切に行わ

れることを期待する。（小項目５１） 

    キャンパスハラスメントの防止に向けた取組については、情報漏れなどに注意し

つつ、連絡先を明確にしていくことが必要である。（小項目５５） 
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